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12009年１１月20日(金)平成21年度奈良県算数数学教育研究大会が，御所市立名柄小学校・御所市立葛中学校で行１
１われました。その概要を報告します。
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言捻鎚j｢最近の算数･数学慧章空僻『もう一人の自分』の育成」

奈良教育大学教授重松敬一先生
＊先生は．本年９月まで奈良教育大学の副学長を務められ，日本数学協会常任理事．全国数
学教育学会理事，近畿数学教育学会理事中学校学習指導要領作成委員，文部科学省教育研
究開発企画評価協力者，文部科学省スーパー・サイエンス・ハイスクール企画評価協力者な
どを歴任されています。最近は，「算数数学教育に関するメタ認知」について研究され，「メ
タ認知と算数数学教育論」や「算数作文指導によるメタ認知的支援」など論文や著書が多数
あります。

●最近の算数・数学教育の動向（これからの学びの方向）
これからの時代や世の中は，大きく変わっていくでしょう。その中で，自らの立場をきっちりと理解して，

次に何をすべきかを提案できる子どもに，学校を卒業したあとまで，パワーを与えられる算数・数学教育であ
りたいと思います。
これからの学びは，①数学を学ぶ楽しさやよさを実感として感じられる学び，②数学の意味や性質を確実に

理解でき，数量や図形の仕組みの規則性や論理性，明確さなどを感じられる学び，③数学的に解釈したり表現
したりできる学び，④日常の事象と関連づけられ，見通しをもち，筋道を立てて考えられる学び，⑤子ども自
身が学んだことを生かし，なかまと伝え合い，認め合ったり高め合ったりできる学びです。
●算数的･数学的活動とは
算数的･数学的活動とは，「児童･生徒が目的意識をもって主体的に取り組む算数･数学にかかわりのある様々
な活動」を意味しています。教師の説明を一方的に聞くだけの学習や，単なる計算練習を行うだけの学習は，
算数的・数学的活動には含まれません。算数的・数学的活動は，「指導の方法」だけではなく，「指導の内容｣，
｢指導の目的」という３つの役割をもっています。また，「理解する活動｣，「活用する活動｣，「説明し伝え合う
活動」の３つに整理できます。
●算数・数学の学びの在り方
自ら学ぶ学習には，①与えられた課題を一人できちんとこなすこと（目的も方法も明確)，②テストなりの
目標を意識して,自分で計画を立てて実行すること（目的は明確だが方法は不明確).③本人が関心をもったテー
マに沿って課題を設定し，解決の方法を模索し，自己評価しながら探究を続けていくこと（目的も方法も不明
確）の３つのレベルがあります。また，学力向上は,stepl「習得型学習の定着｣,step２「習得型学習」に「学
習方略」重視の学習方法を加味する,step３「方略重視から仮説検証型の学習へ」というステップがあり，そ
れぞれにメタ認知があります。
●もう一人の自分「メタ認知」の育成と今後の実践的期待
認知についての認知を「メタ認知」といいます。これは，先生のよいメタ認知のモデルと，算数･数学作文・
日記を書かせることでも育ちます。先生のよい言語行動が，子どもの中に「内なる教師（インナー・テイー
チヤー)」をつくります。また，算数･数学作文･日記に，先生が赤ペンで，共感･受容し，メタ認知を意識させ，
広げることで，単に感想的なレベルから，具体的に自分の行動や思考を振り返るようになり，自分で積極的に
算数･数学に取り組むようになります。これは，先生のメタ認知的支援が有効で子どものメタ認知が変容した
ということです。
児童･生徒の学びのポイントは,①着眼点（自分事として学びをスタートする）②疑問点（疑問を大切にする）

③解決方法（解決のプロセスを大切にする）④他者の考え（他者との対話を大切にする）⑤発展的な考え（継
続的な学びを生かす）⑥学習への自覚（振り返りの大切さ）の６つです。学びに，このサイクルをつくること
が，大切です。
最後に，このような実践をはじめ，成果を客観的に共有していきたいと思います。うまくいかなかった実践
もまとめて，原因を考え普及する努力をすることが大事です。これからの奈良や日本の役割は，モデルとして
の実践を公開することではないでしょうか。そして，奈良県の算数・数学を誇れるものにしていきましょう。








